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英

國

の

重

農

主

義

者

緒

盲
目

(
上

)

堀

経

夫

英
図

の
學
者

ヘ
ン
リ
・
ヒ
グ

ズ
敷
授

は
、
其

の
奮
著
『
重
農
主
義
者
』
の
中

で
、
儲、英
國

に
於

け

る
、
重
農
主
義
者

め

の
主

に

る
帰

依

渚

は

、

ヰ

y

ヤ

ム

・
ス
.ヘ
ン

三

じ
あ

っ
ξ

と

い

っ
て
居

る
。

然

る

に
重
農

主

義

研

究

の

一
権
威

た

る
瑞

西

の
學

者

ア
ウ

グ

ス
ト

・
オ

ン
ヶ

ン
は

、
其

の
著

経

済

學
史

の
中

で

、
『
私

の
知

っ

て
居

る
限

り

に
於

て

は

わ

英

図

に
重
農

主

義

者

は

一
人

も
無

か

っ
た
』

と

述

べ
て
居

る
。

こ
れ
等

に
濁

し

て
米
國

の
學

者

エ
ド

ヰ

ン

・
セ
リ

グ

マ
ン
敏

授

は
異

論

を
唱

へ
、

一
九

〇

三

年

の
論

文
『
数

名

の
閑

却

せ
ら

れ

た

る
英

図

経

済

學

者
」
の
中

で
・

ス

ペ

ン

ス
の

外

に
省

ほ

二
名

の

匿
名

著

者

を
英

國

の
重

農

主

義

者

と

し

て
敷

へ
る

こ
と

が
出

来

る
と

論

じ

て
居

為
。

こ

の
二
名

の
匿

名

著

者

と

は

、

『
國

富

の
重

要

原

理
』

(目
富

国
。・。。9
a
巴

零
=
Hβ

ま
・・
。
{
二
5

≦
-$

三
一
鼠

三
器

9
多
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二
しロ
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○
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円
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O
6
鼠
5
窃

o
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∪
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量

∋
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ヨ
即け互

窪
自

○
臣
巽
。。、
一
N
鶏

.)
の
筆
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(
註

】
)
と

、
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概
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』
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。
壽

・
=

凶
§

§

三

=
・

。・
碁

砕ぎ

。
ε

戸。

H
=
叶。
お
跨

。
噛
O
羅

一
望

叶p
三

一三
①
巳

巴

霧

ρ

閑
¢
一)ご
、
8

冨

p

言

一一げ

霊

∋
喜

一焦

9

8

已
。
「g

ご
¢
{2
一自
。
〔♂

三

二
団

p
二

国
×
})。

u。一巳

=

。
h

ω
8

　。

英
國

の
重
農
主
義
者

第
三
十
三
倦

四
九
五

第
四
號

一
九

1)

2)
3)

Hig9㍉H・ 。e,・y,ThePh)・ ・i・c・qt・.Si・Let・re…theF・en・hE・ ・m・mi・t…f

thei8thCentury,x897.P.137・

August,Geschichted臼rNatiぐlna.[凸konomie.Erstei・Teil,1903.S,422.Oncken,

,OnSomeNi::glectedBritishEconomists.ぐ 【「heCf.Seligman,EdwinR.A.

vii三.1903;Scligl.【1an,EssaysjnEconomics,1925.p.65.)Econ`)m-C∫ournal,vo工・



英
国

の
重
農
主
義
者

第
三
十
三
巻

四
九
六

第
四
號

二
〇

鼠

二
お

目
$

【ぎ

㈹

目
。
需

阿Q。

。
「
二
δ

団
6
9

。
旨

蓉

。。
」

。。
o
℃
.)
の

筆

者

と

を

指

す

の

で

あ

る

。

(註

二
×
註

三
)

(
註

一
)

こ

の
筆

・者

が

誰

で

あ

る

か

は

未

だ

不

明

で
あ

る

。

パ

ル
グ

レ

イ

ヴ

の
『
経

済

辮

典

』
第

二
巷

サ

イ

モ

ン

・

グ

レ

イ

(Qロ
[3
。
口

O
「越

)

の

項

-

つ

(
二

五

七

頁

)
に

は

、

こ

の

人

が
『
國

富

の
重

要

原

理

』
の
著

者

で

あ

る

、

と

あ

る

け

れ

ど

も

、

セ

リ

グ

マ

ン
教

授

が
考

謹

し

て
居

る

や

う

に

、

こ

れ

は

誤

り

で

あ

ら

う

。

因

み

に

サ

イ

モ

ン

・
グ

レ

イ

は

ジ

ヨ

ウ

ジ

・
パ

ア

グ

ズ

(
(嗣
¢
【)嘱
。

一
、∈

'.窃

〕

な

る

攣

名

で

も

書

物

を

著

は

し

た

。

な

ほ

恥

最

近
刊
行

の
『
杜
會
科
學

ロ
ン
ド

ン
書

目
』
第

一
巻

に
は
右

の
書
物

の
著
者
を
ジ

エ
イ

・
グ

レ
イ

(」
・
Ω
「畠
)
と
し

て
あ
る
が
、
若

し
も

こ
れ
ポ

ジ

ヨ

ソ

・
グ

レ

イ

(甘

つ
5

9

電

・
将

℃
o
I
同
。。
い
o
"
)-

所

謂

リ

カ

ア

デ

イ

ア

ン

・
ソ

ウ

シ

ヤ

リ

ス

ッ

の

【
人

-

を

意

味

す

る

の

で

あ

る

な

ら

ば

ジ

ヨ

カ

・
グ

レ

イ

の
出

生

の

年

と

本

書

刊

行

の

年

と

か

ら

考

へ
て

、

こ

紅

も

明

か

な

誤

り

で

あ

る

。

か

く

て
ジ

エ
イ

・
グ

レ

イ

が
如

何

な

る

人

を

指

ナ

の

で

あ

る

か

V

不

明

で

あ

り

、

}貝

に

太
飯
田
の
著

者

が

ジ

エ
イ

・
グ

レ

イ

で

あ

る

と

い

ふ

こ

と

ナ

ら

も

極

め

7.
、
陵

昧

な

の

で

あ

る

(
確

…
)

来
園

の
學
者

ハ
才

博
士
ぱ
、
其

の
著
羅

濟
思
想
畿

の
中
で
、
大
禮

管

ζ

ン
救
援
の
論
を
踏
還
し
.
尚

ぽ
外

に
渉

ア
ト
ノ
・

6
1
.

ブ
リ
ヂ
ズ

(32
…・
国
鴨
降
書

展
旭

鴨
炉

心
ひ
悼
占
。。
鶏
)
を
も
、
英
国

重
農
主
義
者

の

一
人

に
撒

へ
て
居

る
。

(
註
三
)

マ
ル
ク

ス
は
『
剰
鹸
償
値
學
読
史
』
第

一
唇

の
中

で
、
『
(英
國

の
重

農
主
義
者

の
申

で
擧
げ

ら
る

べ
き
は
)
「
国
富

の
重
要
原
理

…
.:
」
(
ロ

あ

も

も

ン
ド

ン
、

一
七
九
七
年
)
(
の
著
者
で
あ
る
。
)
こ
れ
が
直
接

に
重
農
主
義
的
學
読
に
興
す
る
唯

一
の
重
要
な
る
英
國

の
著
書

で
あ
る
。
ヰ
リ
ヤ

ム
λ

ペ
ン
.ス
の
「
商
業

に
依
存
せ
ざ
る
英
國
」
(
一
八
〇
七
年
)
は
、
一
つ
の
軍
な
る
カ
リ
カ
チ

ュ
ア
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
同
じ
男
は
、

一
八

一
四

年
乃
至

一
八

一
五
年
に
は
、
土
地
所
有

の
、
〔
穀
物
關
視

の
〕
熱
狂
的
擁
護
者

の
一
人
で
あ
っ
た
、
自
由
貿
易
を
敏

ふ
る
重
農
主
義

の
基
礎

の
上

で
こ
の
男
を
『
土
地
私
有
財
産
の
不
倶
戴
天
の
敵
た
り
し
ト
マ
ス
・
ス
ペ
ン
ス
と
、
混
同
し
て
は

い
け
な

い
。』

以

上

述

ぶ

る

如

く

、

英

國

の

重

農

主

義

者

の

存

否

及

び

範

園

に

つ

い
て

は

説

が

匪

々

で

あ

る

が

、

私

は

大

膿

セ

リ

グ

マ

ン
教

授

の
解

繹

に
從

び

、

彼

が

擧

げ

て

居

る
三

名

の
英

國

重

農

主

義

者

を

認

め

、
此

庭

に

は

其

の

中

『
國

富

の
重

要

原

理
』
の
著

者

と

ヰ

リ

ヤ

ム

。
ス

ペ

ン

ス
と

の

み

に

つ

い

て
、彼

等

の
學

説

を

紹

介

し

よ

う
と

思

ふ
。
蓋

し

『
経

済

概

説

』
は
今

手

許

に
な

き

た

め

、
其

の
筆

者

の
學

説

を

直

接

に
知

り
得

な

い
か
ら

で
あ

る

(
セ
リ
グ
マ
ソ
著
前
掲

書
六
七
-

六
八
頁

に
は
本
書

の
要
黙
が
述

べ
ら
れ
て
あ
る
)
。

斗)

5)
6)

7)
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第

臼
飾

『
國
富
の
重
要
原
理
』
の
著
者

こ

の

匿
名

著

者

の
學

読

の
内

容

は
数

貼

に
分

け

て
考

へ
得

ら

れ

る
が

、
今

は
次

の
三

黙

の

み

に

つ

い
て
略

説

を

加

へ
る

こ
と

と

す

る

。
第

一
は
佛

蘭

西

重

農

學

派

の
學

説

に
封

ず

る
彼

れ

の
傾
倒

の
程
度

で
あ

り

、

第

二

は

ス
ミ

ス
の
重

農

土

義

批

判

に
謝

す

る
彼

れ

の
反

批

判

で
あ

り

、
最

後

の
第

三

は
重

農

主

義

を
英

國

に
如

何

に
適

用

す

べ

き

か

に

つ

い
て

の
彼

れ

の
政
策

論

で
あ

る
。

な

ほ

こ

の
外

に
、

か

の

ア
ー

サ

ア

・
ヤ

ン
グ

の
租

税

に
關

す

る
議

論

に
劃

す

る
彼

れ

の
批

評

も

重

要

な

る
も

の

の

一
つ
で
あ
、る
が

、

此

慮

に
は

之

を
述

べ
な

い
。

第

繭

重
農

主

義

的

見
解

『
国

富

の
重

要

原

理
』
の
著

者

は

、

誰

で
も
怠

け
な

い

で
勤
勉

に
働

い
て
居

る
人

は

何

等

か

の
程

度

に
於

て
国

富

の
増

進

に
貢

献

し

て
居

る

の

で
あ

る

こ
と

を

,

一
鷹

認

め

た
け

れ

ど

も

、
併

し

直

ち

こ
ワぐ
先

こ
引
責

、
τ

、

壱

`
甫

を
一F
著

p)
冨

『
}
国
家
の
繁
繁

の
主
要
に
し

て
最
も
不
可
映
な
る
原
因
は
、
そ
の
国
家

の
農
業
土
地
の
上
で
行
は
れ
る
住
民
の
創
意

と
勢
働

と

で
あ
る
。

一
国
家
繁
榮
の
他
の
縛

て
の
原
因
を
合
し
て
も
、
こ
の
原
因

に
は
到
底
比
敵
し
な

い
。
こ
の
原
因
の
み
が
、

一
国
家

の

生
存

及
び
諸
富

の
基
礎
た
る
牧
人
を
與

へ
得

る
の
で
あ
る
、
』

と

論

じ

て
、
農

業

及

び
農

業

勢

働

に
特

段

の
重

要
性

を

賦

與

し

た

。

而

し

て
彼

に
よ

れ

ば

、
こ

の
眞

理

は

、
『、近

年

、

佛

蘭

西

の
多

く

の
有

名

な

學
者

達

に
よ

っ
て
、

正
確

に
と

い
ふ
わ

け

に
は
行

か
な

い
が

、
甚

だ

龍

系

的

に
解
説

せ

英
國
の
重
農
主
義
者

第
三
十
三
巻

四
九
七

第
四
號

二
一

1) EssentialPrinciples,P-4.



英

国

の
重
層
農
主
義
者

r

箪
㎝三
十
三
巻

四
九

八

　第
四
號

二
二

の

ら

れ

た
。
彼

等

は

こ
の
故

を

以

て

ぎ

暮
す
島

影

2
6
コ
一憲
翁
と

い

ふ
名

前

で
特
色

づ

け

ら

れ

て
居

る
。
』

か

く
述

べ
て

ア∀
の
著

者

は

、
次

の
敷

頁

を
費

し

て
佛

蘭

西

の
経

濟

學

者

の
三

階

級

論

を
次

の
如

く
約

説

し

て
居

る
。

即

ち

、

=

國

の
年
々
の
牧
人
に
封
し

て
何
等
か

の
職
に
於

て
貢
献
す

る
人
民

の
異

れ
る
階
級
の
第

「
は
、
土
地

の
所
有
者
で
あ
り
、
第

二
は
、
彼
等
が
生
直
的
階
級
と
い
ふ
特
殊

の
名
辮
を
附
し
て
、尊
敬
せ

る
耕
作
者
で
あ
り
、
而
し

て
第
三
は
、
彼
等

が
.不
妊
的
叉
は

不
生
産
的
階
級

と
い
ふ
侮
.辱
的
名
構
を
附
し
て
駈
下
せ
る
技
工
、製
造
業
者
、
及
び
商
.人
で
あ
る
』

而

し

て
土

地

所

有

者

ぱ

、

土

地

の
改

良

の

た

め

に
時

折

資

本

(
ケ

ネ

ー

な

ど

の

い
ふ

p
≦

コ
6(弱

♂
・三
雲
。
の
に
當

る
)

コ

も

あ

し

べ

を

投

下

す

る
が

故

に
、

一
國

の
年

々
の
牧

人

に
貢

献

す

る

の

で
あ

る
。
次

に
耕

作

者

は
第

一
に
固

定
資

本

(珠
。
鼻

・

ケ

ネ

ー

な

ど

の

い

ふ

箋

p
蓉

霧

℃
二
∋
一身

①鴇

に
當

る
)
を

投

下

し

、
第

二

に
年

々

の
労

働

及

び

流

動

資

本

("
コ
⊇
一Σ

言
σ
○
≡
.
p
豪
一
〇
囚
℃
〇
二
〔耳
≡
づ
.
猿

渚
【は

ケ
ネ

ー

な

ど

の

い
ふ

碁
、釜
ざ
oの
ヨ
ゴ
≡
o
=
o
"

に
磐
田
る
)
を
支

汗
[す
.る
力
荊
}
に
、

年

々
の
収

入

に
貢

献

す

る
の

で
あ

る

。
而

し

て
農

地

は

、

こ

れ
等

爾

資

本

に
劃

す

る
正

常

な

る
利
潤

と

、
尚

ほ
其

れ

以

上

に
剰

除

生

産

物

(p
釜
二
・;
の
鷲
。
・ぎ
∩。
)
と

を
生

産

す

る
。
後

者

は
地

代

な

る
名

目

の
下

に
土

地

所

有
者

階

級

に
支

彿

は

れ

る
。
耕

作

者

若

し

く

は
農

業

者

は

こ

の
利

潤

と
地

代

と

の
故

に
生

産

的

階
級

と
呼

ば

れ

る

の

で
あ

る
岡

た

へ

ヘ

ヘ

ヘ

モ

最

後

に
商

工
業

者

は
、
地
主
及
び
耕

作
者

を
一
,」
て
彼
等

が
直
接

に
商

工
業

に
従
事

す

る
場
合
よ
り
も

よ
り
少
量

2、

3)

斗)

5)

Ibid.

工bid.,PP,4-5・

.lbidりp・5・

Ibid.,pp・5-6・



の
勢

働

を
以

て
内

外

の
工
業
品

を
購

入
す

る
を
得

せ
し
む

る
が
故

に
、
間
接

に
土
地
生
産
物

の
増
加

に
謝

し
て
貢

献

す

る
の
で
あ

る
。
併

し
彼
等

は
彼
等

の
消
費

す

る
費
用
以

上

の
も

の
を
生
産

し
な

い
黙

に
於

て
、
不
生
産

的
階

級

た

る
を
免

れ
な

隠
.、

右

は
『
國
富

の
重
要
原

理
」
の
著
者

の
観
た

る
、
佛
蘭

西
重
農

學
派

の
三
階
級

論
の
大
要

で
あ

る
が
、
吾

々
は
今

こ
の
解
繹

の
是
非

を
判
断

す

る
必
要

は
な

い
。

こ

こ
で
重
要

な

の
は
、

こ
の
三
階
級

論

に
封
ず

る
彼
自
身

の
態
度

.で
あ

る
。
彼

は
大

艦

に
於

て
右

の
論

に
賛

成

の
意

を
表

し
た

こ
と
勿

論

で
あ

る
が
.
併

し
必

ず
し
も
こ
れ

に
全
然

同
意

し
忙
わ
け

で
ば
な

い
。

即
ち
彼

は
、
肚
會

の
階
級

を
土
地
所
有
者
と
耕

作
者

と
商

工
業

者
と

の
三

つ
に
分

け

る
こ
と

に
は
、
佛
蘭

西

の

重
農

主
義

者

に
賛
成

し
た
け

れ
ど
も
、
併
し
生
産

的

か
否

か

の
標
準

よ
り

し
て
全
人
民
を
生

産
的
階
級
と
不
生
産

的
階
級
と

に
分

つ
場

合

に
は
、
耕
作
者

の

み
を
前
者

に
属

せ
し
め
、
自
鯨

の
人

々
を
凡
て
後

者

に
属

せ
し
め
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
、
と
な
し

た

の
で
あ

る
。
叉
彼

は

、
國
家

の
存
立

に
と

っ
て
不
可
映

か
否
か

の
標

準

に
よ

っ
て
、

別

に
、
社
倉

の
本
質

的
階
級

と
非
本
質

的
階
級

と

(窪

。
・…
Ω
三
巴

6
】霧
。・
p
一}二

睾

≡
塁

塞
三
巴

。
一m
し・"・
一一;

。
〔
一a

、)

の
匿
別

を
設
け
、
本
質
的
階
級

の
中

に
は

、
(
一
)
生
産

的
階
級

た

る
耕

作
者

、
(
二
)
製
造
業

者
、

(三
)
軍
人
、
及

び

(
四
)
敷
育

者
を
含
ま
し

め
た
の
で
あ

る
。

か

く
て
彼

は
、
『
佛
蘭

西
経
濟

學
者

が
土
地

の
所
有
者

を
肚
會

に
於

け

る
生
産

的
階
級

に
加

へ
た

る
は
、
根
本
的

英
国
の
重
農
主
義
者

第
三
+
三
巻

四
九
九

.
第
四
號

三
=

6)
7)
8)

工hid.,PP.6-7.

Cf.ibid.,p.50.

Cf.ibid.,Pp,50-51・



英
國
の
重
農
主
義
者

第
三
+
三
春

五
〇
〇

,第
四
號

二
四

誤

謬

で
あ

る

、』
と

論

じ
、

更

に
、

『
土
地

の
所
有
者
が
自
己
の
所
有
地
の
全
部
又
は

一
部
を
自
ら
耕
作
す
る
場
合
に
限
り
、彼
は
確
か
に
耕
作
者

の
仲
間
に
加
は
り
、

從

っ
て
肚
曾
に
於
け
る
生
産
的
階
級
の

}
員

と
な

る
。
併

し
彼
が
共
の
土
地
の
耕
作
に
實
際

に
關
興
せ
す
、
軍
に
こ
れ
を
賃
貸
し

他
人
を
し
て
耕
作
せ
し
め

一
定

の
地
代
を
取
る
場
合
に
は
、
へ欧
洲

に
於

て
は
九
分
九
厘
ま

で
こ
れ
が
現
状
で
あ
る
、)
そ
の
瞬
間
よ

り
彼
は
明
か
に
生
産
的
階
級
に
属
す
る
こ
き
を
止
め
て
、
肚
會

の
多
種
類

の
不
生
産
的
階
級
の

一
と
11
る
。
』

と

述

べ
て

居

る
。

然

ら
ば

土
地

所

有

者

は
肚

會

の
本

質

的
階

級

で
あ

る
か

と

い

ふ

に
、
軍

な

る
地

代

受

領
看

た

る

の
資

格

に
於

て
は

、
彼

等

は
未

だ

本

質

的

階

級

に
属

す

る
と

は

い

へ
な

い
、『
地

代

の
受

領
者

が

杜
會

の
本

質

的

階

級

と

な

る

の
は

、

國

防

の
た

め

に
地

代

が

国
家

的

に
充
當

さ

れ

る
場

合

の

み
で
あ

都
。
」
又

『
土

地

の
耕

作

は

人

間

の
生

存

に
と

っ
て
絶

劃

に
必
要

で
あ

る
け

れ
ど

も

、
地

代

の
支

彿

は

土
地

の
耕

作

に
と

っ
て
絶

対

に
必
要

と

い
ふ

物

.わ

け

で
は

な

い
の

で
あ

る
。

、第

ニ

ス

ミ

ス

批

判

ケ

ネ

ー

が
商

工

業

に
従

事

す

る
階

級

を

以

て
不

生
産

的

階

級

と

な

し

た

る

に
饗

し

て
、

ス
・、、
ス
は

次

の
如

き

五

つ
の
批

判

を
加

へ
た
。
『
国

富

の
重

要
原

理
』
の
著

者

は
其

の

各

々

に
饗

し

て
反

駁

を

な

し

た

の

で
あ

る
。

「
、
(
ス
・く
ス
)
自
己

の
年

々
清
費
す
る
農
産
物
の
償
値
に
等

し
き
償
値
を
再
生
産
す
る
に
す
ぎ
す
と
假
定
さ
れ
た
る
商

工
業
者

は

自
分
達
に
代

る
べ
き
二
見
を
生
む
に
す
ぎ
ざ
る
両
親
を
以
て
不
妊
的
叉
は
不
生
産
的

と
呼
び
得
ざ
る
如
く
、
不
生
産
的
階
級
と
名

9)
Io、

II)

12)

Ibid・,P・ 斗9・

Tbid.,p.So.

Ibid・,P-51.

IS{d・,P・52・



,

づ
け
ら

る
べ
き

で
は
な

い
。

(『
國

冨

の
重
要
原

理
』
の
著

者
ー
ー

以
下
輩

に
著

者

と
略
稽

す
)
か

当
る
批

評
は

、
重
農

主
義
者

の
い

ふ
不
妊

的
(訂
「8
ロ
。。
[仏
「出
①
)
な

る
言

葉

の
眞
意

を

正
し
く

理
解

せ
ざ

る

こ
と
よ
り

生
す

る
逃

口

上
に
外

な
ら
な

い
。

ス
ミ

ス
の
比
喩

へ

も

ヘ

へ

や

ヘ

ヘ

へ

し

コ

こ
そ
は

、
却

っ

て

「
佛

蘭

西
経

濟
學
者

が
不
姫

的

と
い
ふ
言
葉

に
與

へ
た
意
味

ー
ー

即
ち

、
何
等

の
檜
加

を
も
齎

ら
さ
な

い
、
と

り

い
ふ
音
心味
、ー
ー

の
適
切
正
當
な
る
こ
と
を
確
讃
す
る
も

の
で
あ
る
。
』
『
載

る
勢
働
が
、
假

ひ
何
物
か
を
生
産
し
や
う
と
も
、
睡労
働

を
途
行
ず

る
た
め
に
投
下
せ
ら

れ
た
る
分
量
以
上
の
分
量
を
生
産
し
な
い
な
ら
ば
、

こ
の
種

の
鼻
働
を
な
す
人

々
の
階
級
は
、
正

も

へ

も

も

ヘ

へ

の

に

不

生

産

的

階

級

と

呼

ば

れ

て

然

る

べ

き

で

あ

る

。

二

、

(
ス

ミ

ス

)
商

工

業

者

の

勢

働

は

、

僕

婢

の

勢

働

と

異

っ

て

、

破

る

嚢

り

得

べ

き

貨

物

の

中

に

固

定

し

且

つ

實

現

す

る

が

故

に

握

蓋

勺

季

肋

ヒ

5

ヒ

そ

土

.亡
ん

。

≧
皆

皆

ノ
翁

E

鴇

腎

)

手

動

ヒ

甦

卑

)

挙

動
.
」
～

議

出

土

ゐ

妃

孜

)

へ

ト

雨
ア

泳

=
)

5

母

、
司
前

壁

,!r一
「ア
圃白

映
」ノ
・也

」7ノ
騨ノ,
遷

』
ノ
卓

ス

、

/
「一…4
;4
＼
羽
一

一
馳「こノ
一
一
」1
0

詫
ノ
・所
卜

(
肇

女

θU
踏
ノ
仁

(
σ

歴

叩
人
ム

ー
!

一ノ
σ
.
、

、ζぴ
、誕

一

げー

ヨ
.
,<
」
礼

ロ
」胴

こ
づ

の

勢

働

は

些

少

な

が

ら

塘

加

を

齎

ら

す

か

ら

生

産

的

と

呼

び

得

る

、
』
と

の

結

論

は

、

如

何

な

る

論

理

を

用

ひ

て

も

、

こ

の

歴

別

か

の

ら
は
出

て
來
な

い
。

こ
れ
等
雨
種
勢
働

の
差
異
は
、
富

に
つ
い
て
の
マ
イ
ナ

ス
の
程
度
の
大
小
に
存
す
る
の
み
で
あ
る
。

一『

(
ス
ミ

ス
)
或

る
形

に
於
け

る
僧
位
を
消
費
し
他

の
形
に
於
け
る
こ
れ
と
同
額
以
上
の
惜
値
を
生
産
し
な

い
と
し
て
も
、
商
工

業
者
階
級
は
か
の
地
主
階
級
に
比
す
れ
ば
こ
の
債
値
額
だ
け
肚
會

の
牧
人
を
増
加
し

て
居
る
、
と
い
ふ
意
味
に
於

て
、
不
生
産
的

階
級
で
は
な

い
。
(著
者
)
か
」
る
主
張
は
商
業
簿
記
で
い
ふ
二
重
記
入
即
ち
同

一
商
品
が
同
じ
帳
簿

の
中
に
二
度
記
入
さ
れ
る
こ

の

と

(p

。。Φ
0
9
乙

〇
三
「ざ

二
一㌶

ず

9
①

。。2
詫

p
三
〇
一〇
㏄
。・
[9
①
ニ

ジ
く
凶。
o

診

二
一。
㏄
誓
ざ

霧
o
O
雪

[)
を

承

認

す

る
に

等

し

い

U

四

、

(
ス
ミ

ス
)
農

業

者

階

級

と
難

も

、
節

約

に

よ

る

に

あ

ら

ざ

れ

ば

、
肚

會

の
眞

實

の
牧

人

を

増

加

し
得

ざ

る

こ

と

、
商

工
業

者

へ

へ

階
級
と
異
ら
な

い
。
(筆
者
)
こ
れ
は
重
農
主
義

の
學
設

の
誤
解
に
基
く
批
評
で
あ
る
。
『
牧
人

の
増
加
」
と
い
ふ
こ
と
は
重
農
主
義

も

へ

も

へ

め

者

の
直
接

目
的

で
は
な

い
。
「
彼
等

の
目
的

は
牧
人

の
生
産

と
再

生
産

と
に
閲
す

る
も

の

で
あ
り

、彼

等

は
こ

の
牧
人

は
農

業

土
地

の
上

で
行

は
れ

る
人
間

の
創
意

と
勢

働

と
か
ら

の
み
生
す

る
と
主
張

す

る

の
で

あ

る
。」

嘆
國

の
重
　農
」正
妻
　者

一乗
三
十
三
巻

五
〇

一

第
四
號

二
五

1)
2)

3)
4.)
5,

T1.}id・.P.

Ibid.

Cf,ib正d.

Cf,ibid

Did.,P.

10.

,P・

・,P・

IS.

12.

IS・



官
時
国
白
重
農
主
義
者

第
三
十
三
巻

五
O 

第
四
掛
川

一占
/、

五
、
〈
ス
ミ
ス
)
商
工
業
は
外
園
よ
り
農
産
物
を
輸
入
す
る
手
段
と
な
る
か
ら
、
そ
の
限
り
に
於
て
は
少
〈
と
も
外
閣
の
農
売
物
を

以
て
園
を
富
士
す
の
で
あ
る
。
故
に
こ
れ
に
従
事
す
る
階
級
を
不
生
産
的
階
級
と
は
い
へ
な
い
。
(
著
者
J

(

イ
)
「
問
題
が
牧
入
の

生
産
に
闘
す
る
も
の
で
あ
る
揚
合
に
、
線
て
の
商
業
取
引
の
蹄
着
賄
た
る
、
牧
入
の
移
騨
と
い
ふ
こ
と
を
以
て
、
こ
れ
に
代
位
せ

し
め
る
の
は
、
全
く
非
論
理
的
で
あ
る
。
輸
出
入
貿
易
か
ら
如
何
な
る
利
径
が
委
生
し
ゃ
う
と
も
、
そ
の
利
盆
は
牧
入
の
培
加
で

町

、

、

は
危
ぐ
て
A
，より
B
へ
の
収
入
の
移
轄
で
あ
る
に
過
ぎ
た
い
。
』
『
商
業
(
8
5
2
日
8
)
友
る
語
は
、
既
に
創
造
さ
れ
た
牧
入
の
陣
換

す
g
g己
E
5
5
2丘
町
日
)
以
外
の
意
味
を
有
た
友
勺
』
(
ロ
〉
工
業
口
聞
を
輸
出
し
て
外
岡
穀
物
を
輸
入
し
得
る
と
と
は
い
ふ
ま
で

も
な
い
が
、
若
し
も
と
の
工
業
日
間
の
生
産
及
、
び
販
賀
民
営
る
商
工
業
者
が
農
業
に
従
事
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
等
は
一
居
多
く

心
穀
物
柁
斗
一
法
寸
誌
で
あ
ら
-
勺
。

わ
が
匿
名
著
者
の
以
上
の
如
き
ス
ミ
ス
批
判
は
、
其
の
立
場
が
は
っ
き
り
し
て
居
る
だ
け
、
偽
蘭
西
重
農
主
義

に
劃
す
る
ス
ミ
ス
の
批
判
よ
り
色
、
一
層
首
尾
一
貫
し
て
居
る
け
れ
ど
も
、
併
し
彼
は
偽
蘭
西
重
農
主
義
者

k
同

様
の
棋
鮎
を
見
れ
な
い
。
郎
ち
彼
は
、
未
だ
債
値
の
分
析
を
十
分
に
な
し
得
や
、
従
っ
て
使
用
慣
値
(
生
産
物
そ

の
も
の
}
の
形
の
憧
で
其
の
増
減
を
直
接
に
計
算
し
得
る
農
産
物
を
生
産
す
る
階
級
の
み
を
生
産
的
だ
と
考
へ
、

或
る
階
綾
の
人
々
が
消
費
す
る
物
(
生
活
費
料
及
び
原
料
品
)
と
生
産
す
る
物
(
工
業
品
)
と
が
全
〈
別
の
形
態
を
採

る
た
め
に
、
こ
れ
等
爾
者
を
使
用
債
値
|
|
交
換
債
値
で
は
な
い
ー
ー
と
し
て
分
量
的
に
比
較
し
得
な
い
場
に
合

は
、
こ
の
階
紐
を
不
生
産
的
だ
と
考
へ
、
而
し
て
こ
の
階
級
に
属
す
る
人
々
の
中
商
工
業
者
が
利
潤
を
得
る
こ
と
あ

、
、
、

り
と
す
る
も
、
そ
れ
は
貨
物
の
読
通
行
程
(
貰
翼
)
よ
り
生
十
る
利
得

l
l郎
ち
、
買
手
の
損
失
を
保
件
と
し
て
生

や
る
利
得

l
lに
外
な
ら
な
い
・
と
な
す
の
、
誤
謬
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。

Ibid... pp. 22-23. 
Ibid.， p. 23. 
仁ιibid.，pp. 23-29 
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第

三

.
農

業

保

護

論

以

上

の
如

く
農

業

を

重
要

視

し

た

る
わ

が

著

者

は
、

必
然

的

に
農

業

保

護

の

論
を

唱

へ

た

。

曰

く

、

『
耕
作
者
階
級
を
犠
牲
に
し

て
製
造
業
者
階
級
を
増
加

し
よ
う
と
す

る
国
民
は
、
そ
れ
自
身

の
利
益
に
つ
い
て
甚
し
く
盲
目
で
あ

る
。
』

『
耕
作
者
階
級
は
國
家

の
牧
人
を
創
造

し
且
つ
堆
加
せ
し
め
る
唯

}
の
階
級

で
あ
る
か
ら
、
賢
明
な

る
國
民
は
、
耐
會
に
於
け
る

多
く
の
非
本
質
的
階
級
か
ら
ば
か
り
.で
な
く
、
製
造
業
者
階
級
そ
れ
自
膿
か
ら
さ

へ
も
、
人
々
を
韓
業
せ
し
め
て
、
耕
作
者
階
級

の
人
撒
を
増
加
せ
し
む

る
や
う
、
有
ゆ
る
手
段
を
熱
心

に
講
ず

る
で
あ
ら
う
。
…
…
共

の
領
土
の

一
隅
に
未
だ
耕
作
さ
れ
な

い
部

分

が
あ
る
間
は
、
其
の
住
民
の
動
勢
を
製
造
業

に
で
は
な
く

て
こ
の
土
地

の
耕
作

に
向
け
し
む
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
國
民
は

助

遙
か
に
速
か
に
繁
榮
を
招
来
せ
し
め
、
遙
か
に
鞏
固
に
こ
れ
を
確
立

せ
し
め
得

る
で
あ
ら
う
。
』

『
國
民
の
吸
入
は
製
造
業
か
ら
は
生
ぜ
す
、
縛

て
の
牧
人
は
農
業

か
ら
生
す

る
も
の
で
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
…
…
大
ブ
リ
テ
ン

及
び
ア
イ

ル
ラ

ン
ド
の
地
主
達
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
法
府
と
協
力
し
て
、
耕
作
を
爾
島

の
山

と
い
は
す
谷
と
い
は
す
到
る
庭
に
摘

恥

張
せ
し
む
る
や
う
な
手
段
を
濯
滞
な
く
講
ず
る
も
の
と
、
期
待
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。

甲

然

ら
ば
實
際

に
耕
作

を
奨
働

す

る
手
段
と
し

て
、

こ
の
著
者

は
如

何
な

る
方
策

を
強
調

し
た

か
と

い
ふ
に
、
そ

れ
は

.
佛
蘭

西
重
農

主
義
者

が
理
想

的
制
度

と

し
て
推
奨

し
、
而

し

て
英
國

に
於

て
は
現
實

に
益

々
籏

が
り

つ

つ

あ

っ
た
所

の
、
資
本
主
義

的
農
業
経

管
方
法

で
あ

っ
た
。
即

ち
、
地

主

は
其

の
土

地
を
自
ら
耕
作

し
な

い
で
、
耕

作

に
要

す

る

一
切

の
資
本

投
下
を
自

ら
引

受
け

る
農

業
資
本
家

(犀

∋
。
邑

に
賃
貸

し
、
農
業

資
本
家

は
借
地
期
間

一央
國

の
重
農
圭
曲我
者
.

第
三
十
三
巻

.
五
〇
三
.

第
四
號
}

二
七

1)
2)
3)

Ibid.,p・43・

Ibid.,p・45・

IbidりPP.46-47・



英
国
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重
農
主
義
者
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三
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巻

五
〇
四

第
四
號

二
八

中

一
定
の
地
代

を
地
主

に
支
彿

ふ
こ
と

を
約
束

す

る
、
と

い
ふ
制
度
一

節

ち

『
霧
。

の
制
度
-

の

一
般

化
、

足

れ

で

あ

る

。

而

し

て

彼

は

こ

の
制

度

の
普

及

を

圖

る

た

め

に

左

の
如

き

手

段

を

採

る

べ

し

と

な

し

た

。

即

ち

、

『
借

地
制

度

の
欠
缺
一

1

そ
れ
は

こ

の
島
國

の

一
角

の
み

に
限

ら

れ
た

不
卒

の
種
子

で
は
な
く

て
、
全

王
国

の
殆

ど
各
州

に
彌
漫

し

て
居

る
不
平

の
種

子

で
あ

る
一
1

の
た

め
に
、
農

業

者

が
土
地

の
耕

作
改

良
を
阻

ま

れ

て
居

る
間

は
、
農
業

者

に
土
地

を
貸

さ

ざ

る

こ
と

に
よ

っ

て
國

民

の
敏
驚
榮
を
妨

げ

て
居

る
地
主
達

に
罰

金

を
課
す

る

の
が

、
立
法
府

の
{義
務

で
あ

る
。

こ

㊨
醐割
金
…

は
拙耕

作

さ

れ

て
る
な

い
縛

て
の
土
地

に
封

し

て
…
地

租

を
附

加

す

る
と

い
ふ
方
法

で
課

せ
ら

れ

る
の
が
甚

だ
通
常

で
あ
ら
う
湧
ス
註
)

ロ
ヨ

　

　　む
き

ニ
ま
け
ゆ
ヨア
　ゆ
　　
ド　
ドペ
コ
二
二
ヨ
ハ
コ
せ
コ　
らい
も
コゆ　
ロ　け
にラ

ド
　

バ
ロ
ロ

コ
し　
り
　
れご

ゾ

セ

ロ

ア

リ

…

、

・
医

摯

σ

・E
・
』
.』

王

匹

σ

ヌ

月

露

智

頭

指

渥

κ

臨

咽
・
..。

う

刈

ム

フ

躯

ク
.言

書

鉗

U

に

そ
.
ホ

に

塾

つ

る

シ

エ

イ

ム

ス

・

ア

ン

ダ

ア

ス

ン

の

賛

辞

(>

0
6
昌
。
『隅
=

》ド

ロ

。
殉

国

巨
命
⇔
い
。

ξ

H
・。
『斜

}(
p
ぎ

訟
-
三

二
・

凱
。
ヨ

①

碁

塁

二
・・肛

p誓

三

p

ξ

u

・
・
跨

巳

舘

。
・
】
三

富

〉

㈹
二
2

一
[5
邑

閑
ε

巨

『c
「

二
掃

6
0
ロ
口
受

O
「

》

げ
o
a

Φ
①
ロ

・
Qq

で
「
・)

が

附

錐

さ

れ

て

あ

る

。

ロ

か

く
て
、
わ
が
著
者

に
よ
れ
ば

、
借
地
制
度

の

一
般
化

は
、
菅

に
農

業
者

の
知

識
と
技
術

と
動
勢

と
を
精

一
杯

に
自
由

に
側

か
し
む

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
農
産

物
帥

ち
国
富

の
増
加

、
從

っ
て
國

家

の
繁
榮

を
齎

ら
す
ば

か
り
で

な

く
、
亦
地
主

階
級

の
所
得

を
、
地

主
が
自
己

の
土
地
を
自
身

で
耕

作
す
る
場

合
よ
り
も
、

一
層
安

固
な
ら
し

め

の

且

つ
増
加

せ
し
め

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
彼
等

の
利
益

(從

っ
て
国

家

の
安

全
)
を
も
保
護
す

る
の
で
あ

る
。

以
上

の
如

き
論
策

の
必
然

の
結
果

と
し
て
、

わ
が
著
者

は
都
會
無

用

論
を
唱

へ
た
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
入
間

は

ヘ

へ

生

れ
な

が
ら

に
し

て
土
地

の
耕
作
着

た

る
べ
き
も

の
で
あ

る
か
ら
、
『
人
間

が
地
表

に
よ
り
孕
均

に
分
布

さ

れ
て
居

ノ

の

荊
ば
居
.る
ほ
ど

、
人
間

の
繁
榮

は
必
ず
や

一
層
大

で
あ
ら

う
、
』
而
し

て
佛
蘭

西

の
経
済
學
者
も

、
必

要

の
な

い
の

4)
5)
6)

Ibid.,P・123.

Cf.ibidりPP・12-一125.

Ibid.,P・ 正25・



告

に
二
萬

三
萬

の
人

が
都
會

に
集
ま

る
こ
と
を
大

い
に
非
難

し
た
、
と

い
ふ
の
で
あ

る
。
但

し
國
防

上
必
要

な

る
海

岸
都

市
は

こ
の
限

り

に
あ
ら
す
と
な
す
。
然

ら
ば
工
業
都
市

は
如
何

と

い
ふ

に
、
彼

は

こ
の
種

の
都
市
も
不

必
要

で
あ

る
と
主
張

し

て
居

る
。
そ

れ
は
、
國

民

に
と

っ
て
無

く
て
は
な
ら
な

い
製
造
業

は
、
農

村

に
於

て
も
立
派

に

わ

之

を
駕

し
得

る
か
ら

、
と

い
ふ
理
由

に
よ
る

の
で
あ

る
。

な

ほ
彼

は
、
佛
蘭

西

の
重
農

主
義
者
と
同

じ

く
、
か

の
軍
税
論

(蟹
二

言
〆

・。ぎ
屯
。
雷
×
)
を
説

い
て
居

る
が
、

こ
こ
に
は
其

の
説

明
を
省

く
。

之

を
要

す

る

に
、
『
國
両目
の
重
要
原

理
』
の
著

者
は
、
佛
蘭

西

の
重
農
士
山義

者
の
學
説

を
大

膳

に
於

て
是
認

し
、

其

の
政
策

を
英
国

全

土

に
適
用

す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
英
国

の
猫

立
自
給

を
確
保

せ
ん
と

し
た
。
劉
佛
職
事

織
綾

中

の
主
張
と

し
て
は
常
識
的

に
は
洵

に
尤

も
な
話

で
あ

る
。
併

し
乍

ら
、
英

図

に
於

て
は
時
俗
も
機
械

の
登

明
相

次

ぎ
工
場
制

工
業

漸

く
勃
興

せ
ん
と
し
、
他

方

に
土
地

園
込

運
動

に
よ

っ
て
農
業

に
も
資
本
主
義

へ
の
躍
進

は
現

に
あ

っ
た
け

れ
ど
も

、
尚

ほ
そ

れ
以
上

に
工
業

從

っ
て
商
業

の
登
展

は
著

し
く
、
彼

れ

の
如

き
重
農
主
義

的
主
張

は
既

に
時
代
後

れ
の
も

の
と
し

て
鯨
り
世
人

の
支
持

を
見
出

し
得
な

か

っ
た

の
で
あ

る
。
祈
年
小
作
制
度

が
多

く

行

は
れ

て
る
た
佛
蘭

西

に
於

て
、
而

も
商

工
業

が
微

々
た
り

し
當
時

、
農
業

の
資
本
主
義
化
を
理
想
と
し

た

る
重

農

+
工
義
者

の
學
説

な
り
政
策

論
な
り
が

一
世

を
風
靡

し
た

る
は
、
蓋
し
當
然

で
あ

っ
た
ら
う
が
、

こ
の
思
想
を
其

の
儘
英
國

に
適

用

せ
ん
と
す

る
は
、
時
勢

を
知
ら

ざ

る
こ
と

を
表
示
す

る
以

外

の
何
物

で
も

な
か

っ
た
の

で
あ

る
。

薬
園
の
重
農
圭
　義
者

「

第
三
十
三
巷

五
〇
五

第
四
號

二
九
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